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1.求.71ペプチドの二次構造と赤外吸収
蛋白質 ,ポリペプチ ドの赤外吸収を馳走すると. CC)N~冒グループの特性吸

収帯がみとめられる｡このうちア ミド工,三三特性吸収苗は二次構造の判定にと

(に役立つoア ドミI,正振動の厚子変位はCO-N甘グループに局在していあ

そこでポ リペプチ ド鎖 (へ9ツクス構造)におけるア ミドiT,Ⅱ の振動帯の波

数は縮重一次摂動演で取扱うことができるO分子内の位相差を8<分子鎖問の

位相差をSJとすれば摂動の波数は y(∂･り - yo+ 吾 Pscoss8+Dllcos81で
表わ されるO ここに Dsは,分子内で S番目のグループの間の相互作用に.よっ

て決まるO この式による解析で.ア ドミI,正 吸収帯 (波数と二色性)と.=次

構造との関連が解明され. これらの吸収帯のBPlittingも確かめられLさら

にα-タックス ,平行 β形 ,逆平行 β形 ,不規則形をア ミド王,i=蟹収帯で判

別出来るようになっている｡ア ミFV吸収帯も二次構造によって著しく変わる

ので､二次構造の敏細構造をしらぺるのに希に役立つQ 最近の遠赤外債域の測

定で α-リックス特有の琴収帯が 410-cm一極 道に見出されたo ポジグ 机,y

II(三回らせん構造)で埠対応する吸収帯が 365C‡Fl,ポリクージVンH 逆乎

-1にあり.遠赤外吸収帯は二次構造による変 化が･もつZ=.行 β形)では 210cm

も著るしい｡

2.′.:分子 内部回転ポテンシャル

高分子鎖の溶液,t･1おける二次構造の安定性 ,.構造転移などには内部回転ポテ

ンレキルが主な要因になっているO･遠赤一外吸収剤定と分子振動計算で､CO-

Nモ王結合の束縛ポテンシャルの高さが 14Ⅹcal/TnOleである･ことが明らかt･df

った｡ Lyクロルエタンの C-C結合については. レス障壁は7.5Kcal̂mole,

トランスとゴーt,ユの問の層 壁紘 4̀Ecal/moleであるQ同ちょうな研究を

Ca-TCb結合と叩卜Ca結合についても行っていやがLこの研究によりポ ジペプ

チ ド鎖の溶液物性を扱うのに重要な知見が得られるであろう.,
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3.高分子鎖の分子軸方向の弾性率

赤外吸収測定と分子振動計算により分子内ポテンシャルが求めらj'Lるので.

これを用いて分子軸方向の弾性率を叡扱うことができるO ポ ジ̀エチンン ,求

ジオキンメチレン ,ポ リプロピレン.なとで.分光学的なパ ラメーターか ら計算

した弾性率は実動値によく一致するO -殿に,Jグザグ構造のヤング率は. ラセ

y敦子鎖の場合の数倍であるOポジペプチ ド鎖についても弾性率を叡扱うこと

は興味深い｡
～

4.高分子結晶の振動数分布 L,比熱

結晶儀域における分子鎖問ポテンシャJi/から結晶振動を取扱うことが出来るO

ポ リエチレン結晶では隣接分子鎖の口･･･Td原子間ポテンシーヤJL,の定数が.島内

田隅によって求められていたC これを 少し修正して.結晶振動を計算 したo

a,b,C軸方向の位相差 〔それぞれ 0≦ 6≦/1)について代表的組合せを'-つく

って振動の波数を計算し.集計して振動数分布を得たo これはDannerが中性

子非弾性散乱から実験的VT得た分布に よく一致するo 振動数分布の理論値から

比熱を計算したところ 0<Tく 100oKの範囲で実測によく一致 したo このように

分子振動 ,分子内ポテンVヤJL,を基礎にして固体物性を扱い,高分子構造との

関連を解明することは興味深い課題であり､ このような研究は生体高分子にも

応用できるものである｡

ラセン状 R封AとD封A の.構造のちがい

ならびに溶液中でのアミン頚との相互作用のちがい

坪 井 正 道 (東大薬)

イネ萎縮病 ウイルスRNAのⅩ線回折測定で最大 50ほどの独立の反射が観

測されているQ それらの強度から円柱対称パタ-ソン関数を計算すると､その

結果はこのRNAが二重ラセン構造をとっていると考えることによって よく説B O

明されるQ lつのラセンの径ほほは24A ･ ピッチは30･5A ･1万 プチ中性
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